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「東北地域におけるアントレプレナーシップ教育推進に関する調査研究」（平成 16 年２月） 

 

仙台市立 太白小学校「夢未来～ん！こんなにいいぞ太白は」（平成 15 年度） 

◆

◆

◆

教育の対象者 
○小学５年生 

教育の実施者 

○仙台市立太白小学校 

教育プログラムの企画者 

○小学校長、小学５年生担任 

教育プログラム企画の背景・経緯 

○仙台市立柳生小学校にアントレプレナーシップ教育を導入した渡邊忠彦校長が、

2003 年度より太白小学校校長となり、同校にアントレプレナーシップ教育を導入。

教育プログラムの目標 

○児童・生徒の毎日の生活や将来の社会で必要とされるチャレンジ精神、その資質・

能力を育て、生涯学習時代に不可欠とされる国民の創造力を育て、やがては、社会

全般にわたる創業の土壌を拓き、地域社会の活性化をうながし、コミュニティづく

りにつなげる。 

○「総合的な学習の時間」全体の主題としては、「わたしたちのまちを調べ、元気なま

ちを創ろう！」を掲げ、地域や自然を見つめ、夢あふれるまちを願い、意欲的に取

り組む子どもを育てることを目標としている。 

教育プログラムの目的 

○自分達の住む太白の町を見直し、自分なりの課題を見つける。 

○地域の人々に進んで関わり、課題について調べる。 

○学習したことを基に自分と地域のつながりを考え、よりよい地域を作ろうとする。

教育プログラムの内容 

○実施期間・回数・頻度・延べ時間 

・2003 年７月から小学５年生の「総合的な学習の時間」の中で全 70 時間実施 

○実施場所 

・教室内 

○対象者の人数規模 

・小学５年生 52 名 

○プログラムの内容 

・小学５年生の「総合的な学習の時間」 

※地域の良いところを見つける 

※夢の太白を考える 

※わたしたちの地域をアピールする 

・開発した商品は、東北経済産業局主催の「小中学生発明王コンテスト」に出品した。

○講師 

・小学５年生担任 三浦 ひろえ 氏 

・        川原 宏樹 氏 

・工藤電気(株)（仙台市太白区）代表取締役社長 工藤 治夫 氏 

○使用教材 

・特になし 

 

照会先 

○仙台市立太白小学校 校長 渡邊 忠彦 氏 

・〒982-0212 仙台市太白区太白１丁目 5番１号 

・TEL:022-307-1271 Fax:022-307-1272 

◆

◆

◆

◆

◆

(資料)モニタリング結果 
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